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1. 2022年9月期第3四半期の連結業績（2021年10月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 17,801 23.0 4,620 46.4 2,433 177.5 2,472 307.6 1,986 357.7

2021年9月期第3四半期 14,470 △2.6 3,155 △8.4 876 ― 606 ― 434 ―

（注）包括利益 2022年9月期第3四半期　　3,289百万円 （139.0％） 2021年9月期第3四半期　　1,376百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期第3四半期 189.56 ―

2021年9月期第3四半期 41.39 ―

(注)EBITDAは、営業利益＋減価償却費としています。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年9月期第3四半期 38,608 27,369 70.9 2,631.99

2021年9月期 32,884 24,379 74.1 2,324.40

（参考）自己資本 2022年9月期第3四半期 27,369百万円 2021年9月期 24,379百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2022年9月期 ― 0.00 ―

2022年9月期（予想） 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年9月期の連結業績予想（2021年10月1日～2022年9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,300 18.9 6,200 31.0 3,200 92.2 3,300 140.6 2,600 142.5 248.06

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期3Q 11,368,400 株 2021年9月期 11,368,400 株

② 期末自己株式数 2022年9月期3Q 969,582 株 2021年9月期 879,782 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年9月期3Q 10,481,177 株 2021年9月期3Q 10,488,618 株

(注)期末自己株式数及び期中平均株式数の算定に当たり控除する自己株式数には、役員向け株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式を含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により
大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の新たな変異株による感染拡大

が発生する中、ウクライナ情勢は長期化の様相を呈しており、資源価格の高騰やサプライチェーンの混乱により

世界的なインフレ傾向が続きました。またそのことにより為替相場も大きく変動するなど、先行き不透明な状態

が続いています。

フラットパネルディスプレー業界におきましては、韓国、中国において生産能力増強のための設備投資が行わ

れました。さらに、世界の主要携帯電話メーカーが新機種の開発を行ったため、５Ｇ通信対応やフォルダブルな

どのスマートフォン用パネルの開発が活発となりました。このような業界の動きを背景として、フォトマスク需

要は、有機ＥＬパネル用、液晶パネル用ともに拡大いたしました。有機ＥＬパネル用につきましては、韓国、中

国において、スマートフォン向けのフォトマスク需要が増加し、液晶パネル用につきましては、テレビ向けの需

要が増加したことに加え、スマートフォンやＩＴ製品向け需要も、堅調に推移しました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、178億１百万円（前年同期比23.0％増）とな

りました。

利益につきましては、営業利益24億33百万円（前年同期比177.5％増）、経常利益24億72百万円（前年同期比

307.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益19億86百万円（前年同期比357.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて57億23百万円増加し386億８百

万円となりました。これは主に、有形固定資産が減少した一方で、現金及び預金や受取手形及び売掛金が増加し

たことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べて27億33百万円増加し112億38百万円となりました。これは主に、長期

借入金が減少した一方で、支払手形及び買掛金や流動負債のその他のうち前受金が増加したことによるものであ

ります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて29億89百万円増加し273億69百万円となりました。これは主に、利

益剰余金や為替換算調整勘定が増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想については、本日公表いたしました「通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,843,916 13,830,642

受取手形及び売掛金 5,868,060 7,070,675

商品及び製品 71,948 201,679

仕掛品 192,185 469,574

原材料及び貯蔵品 2,062,235 2,324,329

その他 834,502 1,037,518

貸倒引当金 △1,731 △2,450

流動資産合計 17,871,117 24,931,967

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,062,162 3,034,092

機械装置及び運搬具（純額） 4,962,787 7,372,995

土地 1,667,702 1,667,702

建設仮勘定 4,116,454 179,617

その他（純額） 156,164 389,652

有形固定資産合計 13,965,271 12,644,061

無形固定資産

ソフトウエア 140,384 117,833

その他 5,013 1,284

無形固定資産合計 145,397 119,117

投資その他の資産

その他 1,049,735 1,080,892

貸倒引当金 △146,773 △167,570

投資その他の資産合計 902,962 913,322

固定資産合計 15,013,631 13,676,501

資産合計 32,884,749 38,608,468
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,354,225 3,903,150

1年内返済予定の長期借入金 950,000 800,000

未払法人税等 299,359 255,911

役員賞与引当金 19,561 36,137

その他 1,340,620 4,079,653

流動負債合計 5,963,765 9,074,853

固定負債

長期借入金 2,400,000 1,800,000

役員株式給付引当金 64,650 86,100

その他 76,605 277,916

固定負債合計 2,541,255 2,164,016

負債合計 8,505,021 11,238,869

純資産の部

株主資本

資本金 4,109,722 4,109,722

資本剰余金 4,167,847 4,167,847

利益剰余金 15,526,140 17,300,388

自己株式 △976,008 △1,062,756

株主資本合計 22,827,701 24,515,202

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 268,206 265,291

為替換算調整勘定 1,283,819 2,589,105

その他の包括利益累計額合計 1,552,025 2,854,396

純資産合計 24,379,727 27,369,599

負債純資産合計 32,884,749 38,608,468
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 14,470,762 17,801,319

売上原価 11,949,747 13,553,010

売上総利益 2,521,014 4,248,308

販売費及び一般管理費 1,644,029 1,814,570

営業利益 876,985 2,433,738

営業外収益

受取利息 925 5,402

受取配当金 4,759 13,182

不動産賃貸料 21,796 21,737

受取保険料 25,534 7,274

その他 7,626 12,997

営業外収益合計 60,643 60,595

営業外費用

支払利息 14,783 11,552

不動産賃貸原価 12,870 5,943

為替差損 302,570 －

その他 927 4,657

営業外費用合計 331,152 22,153

経常利益 606,476 2,472,181

特別損失

固定資産除却損 1,520 431

特別損失合計 1,520 431

税金等調整前四半期純利益 604,955 2,471,749

法人税、住民税及び事業税 193,481 479,802

法人税等調整額 △20,598 5,150

法人税等還付税額 △2,026 －

法人税等合計 170,857 484,953

四半期純利益 434,098 1,986,796

親会社株主に帰属する四半期純利益 434,098 1,986,796
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 434,098 1,986,796

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 150,890 △2,914

為替換算調整勘定 785,896 1,305,285

繰延ヘッジ損益 5,554 －

その他の包括利益合計 942,341 1,302,370

四半期包括利益 1,376,440 3,289,167

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,376,440 3,289,167
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、輸出販売においては国際規則に定められた貿易取引条件に基づき、リスク負担が顧客に移転し

たときに収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。た

だし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取

扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であり、利益剰余金の当期首残高

への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　なお、当該会計基準等の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（会計上の見積り）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」に基づき、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を

反映した今後の業績見通し及び将来収益力等を勘案した結果、当第３四半期連結累計期間においても引き続き

繰延税金資産を計上しております。

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響は、2022年９月期以降は段階的に縮小するものと仮定し、上記の見積

りを行っております。

　


